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▲河合町議会公式
ホームページから
ご覧いただけます

議
会
だ
よ
り
の
表
紙
に
掲
載
す
る
写
真
を
募
集
中
!!

●
河
合
町
を
中
心
に
撮
影
さ
れ
た
写
真
　
●
自
作
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未
発
表
作
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●
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
に
限
り
ま
す
。
　
　
●
複
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点
の
応
募
も
可
能
で
す
。

●
タ
テ
・
ヨ
コ
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ち
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可
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。
　
●
詳
し
く
は
議
会
事
務
局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
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収入額（令和３年度） 収入額（令和２年度） 前年度比較
町民税 10億4,232万円 11億4,056万円 9,824万円減
固定資産税 8億786万円 8億6,639万円 5,853万円減
軽自動車税 4,011万円 3,895万円 116万円増
たばこ税 8,481万円 8,060万円 421万円増
使用料及び手数料 1億2,215万円 1億2,010万円 205万円増

決算とは
　議会では税金の使い方を決
める予算の審議（３月議会）と
その使われた結果を予算に照
らして検討し、以後の行政運
営の改善に役だてる決算審査
（９月議会）があります。決算
審査は執行済みのものとして
軽んじられる傾向にあります
が議会が決定した予算が適正
に執行されたかどうかを審査
する大切なものです。河合町
ではすべての議員が参加し審
査を行っています。

町税や使用料などの収納状況

決算
審査
一般会計

令和３年度決算

77億1,973万円

73億6,062万円歳出
総額

歳入
総額

………………議員・特別職報酬、職員給与、手当、共済費など

………………光熱水費、消耗品費、施設の管理費など

………………児童手当や医療の給付金など

　……………各種団体及び事業活動に対する補助費など

　　　　　…学校や道路など公共施設の整備費など

………………地方債の償還金（返還金）

………………各特別会計に対する操出金

………………基金の積立金など

人件費

物件費

扶助費

補助費等

普通建設事業費

公債費

繰出金

その他

どう活かされた
私たちの税金？

・みなさまから納められた町民税、固定資産税、軽自動車
　税など	 25億1,626万円（自主財源）
・国や県から割り当てられた補助金や交付金
	 52億347万円（依存財源）

どこからお金が入ったの？ 歳入歳出差引額	 3億5,911万円
繰越明許費	 467万円
実質収支額	 3億5,444万円
※繰越し明許費とは
　　年度内に終わることのできない事業を
　　次年度に繰り越す経費
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15億4,166万円

9億6,165万円

13億4,254万円

8億9,912万円

3億2,708万円

11億1,541万円

7億729万円

4億6,587万円

 性質別歳出決算額の内訳（令和３年度）
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国民健康保険
特別会計

自営業者や農業従事者、無職の人など、企業に所属していない人を主な加入者（被保険者）とした
公的医療保険制度です。現在、国民健康の加入世帯数は２，５３９世帯、人数は２，９３４人で
す。令和３年度の実質収支額は１，２２２万４千円で基金は４億４２８万３千円となっています。

介護保険制度
特別会計

高齢化が進行する中で誰もが直面することとなる介護の問題を社会全体で支えていく社会保
障制度です。平成１２年４月から始まり２２年になります。予算に対して執行率は９７．４％
で、要支援１から要介護５の人数は１，２６５名で前年度と比較すると３６名の増です。基金は
２億６，３３４万２千円となっています。

後期高齢者医
療制度特別会
計

後期高齢者医療制度は、７５歳以上もしくは６５歳以上で障がいを持つ人を加入者（被保険者）
とした公的医療保険制度で発足して１４年目となります。県下全市町村が加入する奈良県後期
高齢者医療広域連合が保険者として事業の運営を行っています。

下水道事業特
別会計

都市の快適な生活環境を確保し、公衆衛生の向上を図るうえで必要不可欠な事業です。老朽化
した管路更新についても、下水道ストックマネジメント計画に基き管路更新を実施しています。
下水道普及率は９９. ２％です。

水洗便所改造
資金貸付事業
特別会計

くみ取り便所及び浄化槽から水洗便所に改造される場合に資金を貸付けする制度です。貸付金
は３６万円で水洗化率は９３. ６％となっています。ここ数年利用件数はないが制度の継続を求
める意見もありました。

住宅新築資金
貸付事業特別
会計

歴史的社会的理由により生活環境等の安定向上が阻害されている地域の環境の整備改善を図る
ため、当該地域に係る住宅の新築若しくは改修又は住宅の用に供する土地の取得について、必
要な資金の貸付けを地方公共団体が貸付けを行う制度で、しかし平成１３年度をもって貸付事
業は終了となっています。債権の回収は奈良県住宅新築資金等貸付回収管理組合に委託してい
るが令和６年に組合は解散されることとなっています。令和３年度の決算では残債権は２０件
で７，２３３万６千円となっています。

水道事業会計

税金ではなく町民の皆様からいただいた水道料金で事業の運営を行う、「独立採算制」を採用して
います。会計は地方公営企業法に基づき、会計が収益的収支（日々の営業用の会計）奈良県から水
を買う費用、事業運営費、減価償却費等です。また資本的収支（施設の整備や更新のための会計）
施設を新しく造ったり、大きく改修をする費用等の２つの会計に分かれた事業です。給水戸数は
９，９８６戸で給水人口は２０，４１１人で給水収益は前年度より９.１％増となっています。

決算審査特別委員会報告　　　　　　　  決算審査特別委員会 委員長　岡田康則

　毎年９月議会で決算審査特別委員会を議長を除く１２人の委員で令和３年度で町が予算執
行した事を精査する３日間です。本年は令和４年９月１４日～１６日で開会致しました。町
の山積した課題解消に向けて一般会計と特別会計の予算の使い方と予算計上しながらも予算
の執行残があるものは頁毎に質問し担当課より回答をもらい各委員の挙手により賛成で承認・賛成少数により
不承認となります。
　決算審査特別委員会では、令和３年度一般会計は賛成多数で承認となりましたが最終日、本会議では賛成
６不賛成６の同数で議長採決により不承認となりました。あと水道企業会計も賛成少数で不承認となりまし
た。

特別会計決算概要
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承認　「令和４年度　河合町一般会計補正予算」
　　　８月１８日に専決処分された清掃工場において７月２日に発生した事故の対応
専決処分とは…議会の権限に属する事項について町村長が議会に代わって意思決定をするこ
とで議会が議決したのとまったく同じ法律的効果を発生するものです。専決処分をした場合
は次の会議で報告し、承認を求めなければならない。

【専決処分が出来る場合】
①議会が成立しない場合（議会の解散・議員の総辞職・過半数の欠員等）
②緊急を要するため議会を招集する時間的余裕がない場合

・「河合町パブリックコメント手続き実施条例の制定について」	 中山義英
・「子ども医療費助成制度に係る現物給付方式による拡充等を求める意見書」	 佐藤利治
・「安倍元総理大臣の「国葬」の見直しを求める意見書」	 坂本博道
付託とは…議会に提出された議案等について、本会議での議決に先立って詳しい検討を加え
るために、所管の委員会に審査を託すことをいいます。

総務常任委員会報告
議案第３０号「令和４年度河合町一般会計補正予算」につ
いて審議
〇主な内容

（歳入）普通交付税確定による増額分。令和３年度決算黒
字分の繰越金。町債（旧三小整備、防災事業、臨時財政対
策債減額）関係などの補正

（歳出）令和３年度黒字繰越金等を財政調整基金に積立、旧
三小利活用事業１期工事関連、自治体基盤クラウド（被災
者支援システム、コンビニ活用など）導入関連などの補正。
〇質疑
問  黒字分なぜ財政調整基金への積立てか、基金はいくら
になるか。
答  標準財政規模の１０％の確保、災害及び今後の公債費増

などの財源確保。基金積立て後、９億４,１００万円予定。
問  旧三小跡地利活用１期工事の内容について、避難所運
営ガイドライン関連、防災備蓄倉庫関連などについて
答  それぞれ答弁があった。
〇結果　賛成多数で可決
議案第３６号「職員の育児休業等に関する条例の一部改
正」について審議

（内容）地方公務員の育児休業に関する法律等の改正にと
もなう法律改正

（結果）全員賛成で可決
議案第３７号「河合町税条例等の一部改正」について審議

（内容）地方税法の改正にともなう条例改正
（結果）全員賛成で可決

厚生常任委員会報告
〇議会からは次の質問をしました。
議案第３１号『令和４年度河合町国民健康保険特別会計補
正予算について』
問  積立金の１,２２４万円の黒字の要因
答  事業納付金について、滞納繰越分を加味した標準収納
率に令和３年度より見直されたが、令和３年度の現年徴
収率は非常に優秀であったため、ここに滞納繰越分の収
納額を加えると総収入額が納付すべき事業費納付金を上
回ることとなった事が主な原因
問  世帯数と人数
答  ２,５３９世帯、３,９３４人。
議案第３４号『令和４年度河合町介護保険特別会計補正予
算について』

問  令和３年度に支給を受けた国及び県の介護給付費と地
域支援事業費に対する負担金及び交付金について精査し
た結果、償還金が発生した理由
答  コロナの影響等により全体的に給付が下がった。特に
地域密着型のグループホームの給付が減った事が要因。
議案第３５号『令和４年度河合町後期高齢者医療制度特別
会計補正予算について』
問  後期高齢者医療広域連合納付金の４３万３千円の詳細
について
答  出納整理期間に納付された４、５月の保険料について
は時期的な問題から次年度繰越の上で納付を行うもので
ある。
審議の結果、全て可決することに決しました。

経済建設常任委員会報告
議案第３２号「令和４年度 河合町住宅新築資金等貸付事
業特別会計補正予算について」
審議の結果、全員賛成で可決。
議案第３３号「令和４年度 河合町水洗便所改造資金貸付
事業特別会計補正予算について」
審議の結果、全員賛成で可決。
議案第３８号「河合町道路線の認定について」 
開発完了後、町道認定までに年数が経っている、早く認
定するべきではないかとの質疑があり、まちづくり推進
課には、都市計画係と、都市整備係があり、所有権移転

登記後の引き継ぎが行われていなかったのが原因で、今
後は、このようなことがないよう、進めていくと答弁が
ありました。審議の結果、全員賛成で可決。
議案第３９号「河合町道路線の認定について」 
審議の結果、全員賛成で可決。

委員会に付託されていない案件

議員発議

教育委員会委員の任命
山川　裕子（星和台）

選挙管理委員会委員及び
補充員の選挙
選挙管理委員会委員
村田　雅信（泉台）
渡邉八重子（西穴闇）
中野　　昇（佐味田）
西村　東一（大輪田）
選挙管理委員会補充員
奥田　忠則（川合）
鈴木　和生（久美ケ丘）
福井　善明（泉台）
小堀　好信（高塚台）
　　　　　　　　　（敬称略）



2022 年 11 月号  河合町議会だより5

問 

高
齢
者
の
方
や
私
も
含
め
機
器
の
扱

い
の
苦
手
な
方
へ
ス
マ
ホ
教
室
な
ど
を
開

催
す
る
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。
現
在
庁
舎

に
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
を
受

理
し
て
お
り
ま
す
が
、
平
日
の
来
庁
が
出

来
な
い
方
へ
の
対
応
は
休
日
２
日
間
、
６

時
間
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
だ
け
で
全

て
の
対
象
者
を
対
応
す
る
事
は
不
可
能
と

思
い
ま
す
。
近
隣
の
大
和
郡
山
市
、
香
芝

市
で
は
休
日
２
日
間
に
民
間
商
業
施
設
で

申
請
受
付
を
行
っ
て
居
り
ま
し
た
、
河
合

町
の
住
民
も
参
加
で
き
ま
し
た
が
ご
存
じ

の
方
は
如
何
ほ
ど
居
ら
れ
た
で
し
ょ
う
か
。

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
付
与
は
物
価
高
騰
へ
の

対
策
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
国
は

将
来
、
デ
ジ
タ
ル
機
器
を
全
て
の
方
へ
有

意
義
に
利
用
し
て
頂
く
為
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
デ
ジ

タ
ル
難
民
を
出
さ
な
い
た
め
に
ど
の
様
な

施
策
を
展
開
し
て
い
ま
す
か
。

答 
昨
年
度
に
町
民
大
学
の
講
座
と
し
て

ス
マ
ホ
講
座
を
２
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
社
会
福
祉
協
議
会
が
開
催
す
る

こ
と
が
決
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
要
望
の
あ

り
ま
し
た
受
講
者
が
所
有
す
る
端
末
で
の

講
習
を
行
い
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
普
及
の
鍵
と
な
る
の
が
、
発
行
の
お

手
伝
い
、
支
援
体
制
の
構
築
と
周
知
が
必

要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
10
月
以
降
、
国

の
交
付
金
を
活
用
し
ま
し
て
人
員
の
配
置

増
を
考
え
て
お
り
ま
す
。　　
　
（
総
務
部
）

問 

町
職
員
へ
の
作
業
服
は
貸
与
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い

災
害
に
対
し
、
ま
た
、
平
時
に
庁
舎
外
で

の
職
務
を
行
っ
て
い
る
職
員
の
方
へ
雨
具

や
長
靴
は
必
要
と
考
え
ま
す
が
如
何
で
す

か
。
作
業
服
に
つ
い
て
も
貸
与
し
た
ら
終

わ
り
で
な
く
、
評
価
、
改
善
が
必
要
で
す
、

貸
与
し
た
職
員
の
声
を
聴
く
作
業
も
必
要

と
考
え
ま
す
が
如
何
で
す
か
。

答 

作
業
服
に
つ
い
て
は
調
達
の
際
の
改

善
点
を
洗
い
出
し
修
正
は
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
雨
具
に
つ
い
て
は

こ
の
議
会
終
了
後
に
検
討
を
行
い
、
当
然

予
算
が
伴
い
ま
す
の
で
お
そ
ら
く
来
年
度

の
当
初
予
算
の
編
成
ま
で
に
結
論
を
出
す

べ
き
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。　
（
総
務
部
）

問 

ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
、
タ
バ
コ
の
ポ
イ

捨
て
の
対
策
や
公
園
の
清
掃
に
つ
い
て
ど

の
様
に
進
め
て
い
ま
す
か
。

答 

公
園
の
清
掃
に
つ
い
て
は
、
週
１
回

実
施
し
て
お
り
ま
す
。
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て

対
策
と
し
て
、
モ
デ
ル
的
に
警
告
板
の
設

置
及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
道
具
の
設
置

を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。　　
　
　
　
　
（
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
）

佐
さ

藤
とう

  利
とし

治
はる

議員

　９月２日から２１日の２０日間、令和４年第３回河合町議会定例会
が行われ、一般質問では、１０名の議員が２７項目の質問をしまし
た。抜粋して掲載します。（内容は当時のものです。）一 般 質 問

佐藤  利治　議員
1. �デジタル機器を扱う講習会について
2. �災害時に於ける作業服、雨具の必要性について
3. �美しい河合町を残すために

中山  義英　議員
1. �普通財産の管理・処分について
2. �地籍調査に関連して

坂本  博道　議員
1. �町営住宅の取り組みについて
2. �デジタル改革法の具体化と町行政の動向について
3. �水道事業の県一体化への取り組みについて
4. �佐味田川駅のバリアフリー化の取り組みについて

馬場  千惠子　議員
1. �日本非核宣言自治体協議会に加入を
2. �すべての子どもが使える児童館について

長谷川  伸一　議員
1. �文化会館「まほろばホール」のあり方について

常盤  繁範　議員
1. ‌�事業管理について

杦本  光清　議員
1. ‌�財政状況について

西村  潔　議員
1. ‌�釘池公園の管理について
2. ‌�職員の学び直し（リスキリング）ついて
3. ‌�河合町の情報システム管理について
4. ‌�河合町の詐欺被害の防止対策について
5. ‌�河合町法人住民税について

梅野  美智代　議員
1. ‌�中学校の運動部活動の地域移行について
2. ‌�職員採用募集について
3. ‌�新型コロナウイルス感染症に関する相談窓口について
4. ‌�誰ひとり取り残さない防災への取り組みについて

大西  孝幸　議員
1. ‌�内水対策事業に伴う自治会への説明後の対応について

５ぺージ ８ぺージ

８ぺージ

９ぺージ

９ぺージ

10ぺージ

６ぺージ

６ぺージ

７ぺージ

７ぺージ

デ
ジ
タ
ル
機
器
を
扱
う
講
習
会
に

つ
い
て

災
害
時
に
於
け
る
作
業
服
、
雨
具

の
必
要
性
に
つ
い
て

美
し
い
河
合
町
を
残
す
た
め
に
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普
通
財
産
と
は
、
学
校
や
幼
稚
園・保
育

所
な
ど
公
共
施
設
の
土
地
建
物
が
、
廃
止
等

で
将
来
的
に
利
用
目
的
が
な
い
場
合
、
民
間

へ
の
貸
出
や
売
払
い
が
で
き
る
財
産
の
事
で

す
。
人
口
減
少・少
子
高
齢
化・財
政
逼
迫
と

い
っ
た
こ
れ
か
ら
の
社
会
情
勢
を
考
え
る

と
、
普
通
財
産
の
活
用・処
分
へ
の
取
組
み

は
、
避
け
て
通
れ
な
い
重
要
な
課
題
で
す
。

現
在
、
河
合
町
に
は
約
２
万
坪
の
普
通
財
産

が
あ
り
、
そ
の
中
で
売
却
を
考
え
て
い
る
所

は
、
河
合
幼
稚
園・西
穴
闇
保
育
所・西
大
和

配
水
池
跡
地
、
法
隆
寺
イ
ン
タ
ー
北
側
の

４
ヶ
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問 

４
か
所
の
鑑
定
評
価
額
及
び
鑑
定
評

価
方
法
に
つ
い
て

答 

河
合
幼
稚
園
跡
地（
約
６
，２
２
８
万

円
）・
西
穴
闇
保
育
所
跡
地（
約
３
，

５
１
３
万
円
）・
西
大
和
配
水
池
跡
地（
約

７
，１
６
０
万
円
）・法
隆
寺
イ
ン
タ
ー
北
側

（
約
２
億
４
，８
４
２
万
円
）、
鑑
定
評
価
方

法
は
、
取
引
事
例
比
較
法
で
す
。 （
管
財
課
）

問 

売
却
予
定
に
つ
い
て

答 

西
穴
闇
保
育
所
跡
地
は
令
和
５
年
度

中
に
、
そ
れ
以
外
は
令
和
４
年
度
中
の
売

却
を
目
標
に
進
め
て
い
ま
す
。　
（
管
財
課
）

問 

全
て
の
普
通
財
産
の
場
所・
面
積・
管

理
状
態
を
町
民
に
公
表
し
て
く
だ
さ
い
。

答 

検
討
し
ま
す
。　
　
　
　
　
（
管
財
課
）

問 

普
通
財
産
の
管
理・処
分
等
の
取
扱
い

を
、
条
例
で
定
め
て
く
だ
さ
い
。

答 

県
内
で
条
例・規
則
を
制
定
し
て
い
る

自
治
体
が
あ
る
事
は
認
識
し
て
い
ま
す
が
、

本
町
の
条
例
化
に
つ
い
て
は
今
後
検
討
し

ま
す
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
管
財
課
）

問 

提
案
し
ま
す
。
一
般
公
募
に
よ
る
町

民
を
中
心
と
し
た「
売
却
検
討
委
員
会
」を

立
上
げ
て
、
売
却
を
進
め
る
考
え
は
あ
り

ま
す
か
。

答 

提
案
に
つ
い
て
は
検
討
し
ま
す
。

(

町
長
）

　

地
籍
調
査
と
は
、
国
土
調
査
法
に
基
づ

く
国
土
調
査
の
１
つ
で
、
明
治
時
代
に
作

成
さ
れ
た
地
図
は
面
積
や
形
状
が
現
地
と

異
な
る
場
合
が
多
い
た
め
、
１
筆
ご
と
の

土
地
の
所
有
者・
地
番・
地
目
を
調
査
し
、

境
界
の
位
置
と
面
積
を
測
量
す
る
調
査
で
、

そ
の
重
要
性
は
東
日
本
大
震
災
の
復
興
の

際
に
、
再
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。

問 

地
籍
調
査
に
対
す
る
町
長
の
認
識
に

つ
い
て

答 

地
籍
調
査
が
完
了
し
た
地
域
で
は
、

土
地
ト
ラ
ブ
ル
の
防
止
や
土
地
取
引
の
円

滑
化
、
公
共
事
業
の
効
率
化
、
さ
ら
に
は

速
や
か
な
災
害
復
興
等
に
役
立
っ
て
い
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。　　
　
　
　
（
町
長
）

問 

地
籍
調
査
再
開
の
実
施
予
定
は

答 

河
合
町
で
は
、
佐
味
田・穴
闇・西
穴
闇

地
区
が
未
実
施
で
す
が
、
令
和
５
年
度
か

ら
合
意
形
成
が
図
れ
た
地
域
か
ら
、
順
次

調
査
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。　　
　
　
　
　

 （
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
）

中
なかやま

山  義
よしひで

英
議員

普
通
財
産
の
管
理・処
分
に
つ
い
て

地
籍
調
査
に
関
連
し
て

問 

長
寿
命
化
計
画
の
内
容
と
進
捗
状
況
、

現
状
と
新
規
公
募
な
ど
今
後
の
活
用
は
ど

う
す
る
か
。
計
画
策
定
時
入
居
数
１
７
１

が
現
在
１
７
５
は
な
ぜ
で
す
か
。

答 

令
和
２
年
度
よ
り
、
長
寿
命
化
を
図

る
３
団
地（
旭・
川
合・
八
王
寺
）の
外
壁
工

事
、
屋
上
防
水
工
事
、
住
戸
改
修
工
事
を

実
施
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
将
来
的
に

用
途
廃
止
す
る
団
地
は
３
団
地（
泉・向
陽・

佐
味
田
）で
す
。
現
在
、
新
規
公
募
し
な
い

方
針
は
か
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
新
規
公
募

は
住
居
替
え
終
了
後
に
検
討
し
ま
す
。
計

画
策
定
時
の
入
居
戸
数
に
誤
り
が
あ
り
、

現
在
の
入
居
戸
数
は
１
７
５
戸
で
す
。

（
住
宅
課
）

問 

又
貸
し
、
家
賃
滞
納
な
ど
は
ど
う

な
っ
て
い
ま
す
か
。

答 

又
貸
し
の
実
態
は
あ
り
ま
せ
ん
。
令

和
３
年
度
末
の
滞
納
額
６
，３
２
５
万
円
、

前
年
度
比
で
１
４
６
万
円
減
少
し
ま
し
た
。

（
住
宅
課
）

問 

デ
ジ
タ
ル
化
の
ね
ら
い
は
個
人
情
報

を
民
間
事
業
者
に
提
供
し
、
あ
ら
た
な
経

済
成
長
分
野
に
す
る
こ
と
。
そ
の
武
器
が

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
。
国
は
、
令
和
５

年
４
月
よ
り
、
人
権
規
定
も
な
い「
改
正
個

人
情
報
保
護
法
」に
各
自
治
体
の
条
例
を
集

約
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
ど
う
で
す
か
。

答 

「
改
正
個
人
情
報
保
護
法
」に
一
元
化

さ
れ
る
。「
個
人
情
報
保
護
法
施
行
条
例
」と

し
て
、
年
度
中
改
正
に
む
け
検
討
中
で
す
。

（
総
務
課
）

問 

「
情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
」で
自
治

体
の
独
自
施
策
が
影
響
う
け
ま
せ
ん
か
。

答 

標
準
化
は
20
の
業
務
、
令
和
７
年
度

実
施
目
標
。
共
通
化
の
メ
リ
ッ
ト
の
ほ
う

が
大
き
い
と
認
識
し
て
い
る
が
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
か
な
い
よ
う
な
運

用
を
検
討
し
た
い
で
す
。　　
　
（
総
務
課
）

問 

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
奈
良
市
の

影
響
は
ど
う
で
す
か
。

答 

11
月
に
基
本
計
画・協
定
案
策
定
、
３

月
法
定
協
議
会
設
立
へ
議
会
議
決
、
令
和

６
年
事
務
組
合
設
立
、
令
和
７
年
度
事
業

統
合
の
予
定
。
予
定
通
り
進
む
と
考
え
ま

す
。　　
　
　
　
　
　
　
　
（
上
下
水
道
課
）

問 

効
果
お
よ
び
課
題
の
検
討
状
況
は
ど

う
か
。
料
金
、
管
路
更
新
、
住
民
の
声
の

反
映
な
ど
独
自
に
も
検
討
し
て
い
ま
す
か
。

答 

料
金
は
、
統
合
開
始
時
１
７
８
円（
単

独
２
０
９
円
）、
30
年
後
２
４
１
円（
単
独

３
１
８
円
）と
県
が
試
算
。
管
路
更
新
も
町

の
計
画
が
尊
重
さ
れ
ま
す
。
民
意
の
反
映

等
は
検
討
中
で
す
。　　
　
（
上
下
水
道
課
）

問 

進
捗
状
況
は
ど
う
で
す
か
。
具
体
的

な
検
討
を
進
め
ら
れ
ま
せ
ん
か
。

答 

近
鉄
と
は
継
続
し
て
協
議
を
行
っ
て

い
ま
す
。
段
差
解
消
の
方
策
を
模
索
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
）

坂
さかもと

本  博
ひろみち

道
議員

水
道
事
業
の
県
一
体
化
に
つ
い
て

町
営
住
宅
に
つ
い
て
～
長
寿
命
化

計
画
と
活
用

行
政
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て
～
個

人
情
報
を
保
護
し
運
用
を

近
鉄
佐
味
田
川
駅
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
つ
い
て
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問 

１
９
８
５
年
９
月
21
年
に
県
下
の
町

で
最
も
早
く「
非
核
都
市
宣
言
」を
行
い
、

平
和
首
長
会
議
に
も
加
盟
。
今
、
ロ
シ
ア

に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
が
続
く
中
、
核

を
め
ぐ
り
緊
迫
し
た
状
況
で
す
。
今
こ
そ

「
協
議
会
」に
加
入
し
核
兵
器
廃
絶
、
恒
久

平
和
の
実
現
を
目
指
し
非
核
都
市
宣
言
を

行
っ
た
自
治
体
と
連
携
し
て
平
和
事
業
を

進
め
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

答 

「
協
議
会
」の
参
加
も
一
つ
の
方
法
で

す
が
、
現
在
は
平
和
首
長
会
議
に
加
盟
し

国
是
で
あ
る
非
核
三
原
則
の
遵
守
を
含
め

平
和
へ
の
取
り
組
み
を
実
践
し
て
い
る
。

２
０
１
７
年
か
ら「
原
爆
パ
ネ
ル
展
」を
開

催
し「
非
核
都
市
宣
言
の
ま
ち
」の
懸
垂
幕

も
新
調
し
８
月
下
旬
か
ら
掲
出
し
て
い
ま

す
。　　
　
　
　
　
　
　
　
（
政
策
調
整
課
）

問 

「
原
爆
パ
ネ
ル
展
」も
担
当
者
で
取
り

組
み
が
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
地
域
の
諸

団
体
と
連
携
し
組
織
的
に
安
定
し
た
取
り

組
み
を
前
進
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

答 

子
ど
も
た
ち
が
み
て
平
和
を
感
じ
て

も
ら
え
る
よ
う
な「
原
爆
パ
ネ
ル
展
」を
考

え
て
い
き
た
い
で
す
。　　
（
政
策
調
整
課
）

　
問 

少
子
化
の
進
行
、
児
童
虐
待
の
増
加
、

子
ど
も
の
貧
困
、
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
伴

い
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
経
済
的
打
撃
な
ど

子
ど
も
を
と
り
ま
く
環
境
は
厳
し
く
、
児

童
館
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
い
て「
18
歳
未

満
の
す
べ
て
の
子
ど
も
を
対
象
と
し
、
地

域
に
お
け
る
遊
び
及
び
生
活
の
援
助
と
子

育
て
援
助
を
行
い
、
子
ど
も
の
心
身
を
育

成
し
、
情
緒
を
豊
か
に
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
」と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
児
童
館
は

安
心
で
快
適
な
環
境
を
提
供
す
べ
き
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
支
援
が
必
要
な
子
ど
も
や
家
庭
の
対
応
、

児
童
館
の
備
品
の
管
理
、
耐
震
化
、
外
壁

の
塗
装
、
ト
イ
レ
の
改
修
な
ど
は
ど
う
で

す
か
？

答 

児
童
館
が
あ
る
心
の
交
流
セ
ン
タ
ー

は
耐
震
性
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
後
、
外
壁
塗
装
を
含
め
た
設
備

全
体
の
状
況
を
踏
ま
え
、
保
全
に
関
す
る

優
先
順
位
の
検
討
が
済
み
次
第
予
算
要
求

を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ト
イ
レ

に
つ
い
て
も
身
体
障
が
い
者
や
大
人
の
ト

イ
レ
の
改
修
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
住
民
福
祉
課
）

答 

子
ど
も
や
家
庭
の
支
援
は
状
況
に
応

じ
て
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に
繋
い
で
い
く
。

傷
み
の
ひ
ど
い
備
品
に
つ
い
て
は
入
れ
替

え
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
生
涯
学
習
課
）

馬
ば ば

場  千
ち え こ

惠子
議員

日
本
非
核
宣
言
自
治
体
協
議
会

（
以
下「
協
議
会
」）に
加
入
を

す
べ
て
の
子
ど
も
が
使
え
る
児
童

館
に
つ
い
て

六
月
議
会
に
続
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

問 ・�

図
書
館
機
能
を
総
合
福
祉
会
館（
豆
山
の

郷
）に
移
転
す
る
こ
と
が
行
政
手
続
き
上

可
能
で
す
か
。

・�

文
化
会
館
建
設
の
総
事
業
費
は
い
く
ら

で
し
た
か
。

・�

竣
工
の
平
成
三
年
か
ら
現
在
ま
で
修
繕
、

保
全
な
ど
に
か
か
っ
た
費
用
は
い
く
ら

で
す
か
。

・�

老
朽
化
防
止
の
た
め
の
予
防
保
全
工
事

を
行
う
考
え
は
無
か
っ
た
の
で
す
か
。

答・�

行
政
手
続
き
上
は
可
能
で
す
。
機
能
移

転
す
る
に
は
、
関
係
機
関
と
の
協
議
、

法
令・設
備
の
基
準
な
ど
ク
リ
ア
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が
多
く
ハ
ー
ド
ル

は
相
当
高
い
。
図
書
館
機
能
を
移
転
す

る
こ
と
は
現
状
で
は
難
し
い
。

（
福
祉
政
策
課
）

・�
建
設
の
総
事
業
費
は
約
24
億
５
千
万
円
。

・�

約
30
年
間
に
か
け
た
修
繕
費
用
は
約

４
０
６
１
万
円
で
す
。

・�

予
防
保
全
で
は
正
常
に
稼
働
の
部
品
の

交
換
や
修
理
が
全
く
必
要
も
無
い
ケ
ー

ス
も
あ
る
な
ど
、
コ
ス
ト
に
無
駄
が
生

じ
か
ね
な
い
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
。
大
半
は
故
障・劣
化
の
つ
ど
修
繕
を

実
施
し
て
き
た
。　　
　
（
生
涯
学
習
課
）

問 

毎
年
、
業
者
に
か
な
り
の
金
額
で
定

期
点
検
を
委
託
し
て
い
ま
す
。
10
年
、
20

年
、
30
年
経
っ
て
、
も
う
使
い
も
の
に
な

ら
な
い
こ
と
は
、
予
防
保
全
の
責
任
を
町

は
放
棄
し
て
い
た
の
と
違
い
ま
す
か
。
今

ま
で
に
至
っ
た
経
緯
を
ど
の
よ
う
に
認
識

し
て
い
ま
す
か
。

答 

結
果
的
に
負
の
遺
産
と
い
う
ふ
う
に

認
識
を
し
ま
し
た
。
毎
年
定
期
点
検
を
実

施
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
十
分
な

保
全
に
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
大
い

に
反
省
す
べ
き
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
ほ

ろ
ば
ホ
ー
ル
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
存

続
か
代
替
施
設
を
決
め
る
か
二
つ
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
町
民
に
も
っ
と
現
状
を
知
っ

て
も
ら
い
、
ご
意
見
を
頂
き
検
討
委
員
会

と
し
て
提
案
提
言
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。（教

育
長・検
討
委
員
会
委
員
長
）

問 

今
後
30
年
間
、
長
期
修
繕
計
画
で
は

ホ
ー
ル
を
運
用
す
る
に
は
36
億
円
ほ
ど
か

か
る
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
計
画
書
を

見
て
ど
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
し
た
か
。

答 

36
億
円
の
お
金
が
か
か
る
の
か
と
い

う
こ
と
で
私
も
驚
い
て
い
る
。
今
ま
で
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
、
維
持
管
理
の
部
分
が
足
り

な
か
っ
た
の
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。（
町
長
）

こ
の
他
に

　
町
内
に
50
近
く
あ
る
公
園・
緑
地・
グ
ラ

ウ
ン
ド
な
ど
の
改
修
や
整
備
な
ど
に
つ
い

て
、
各
公
園
の
実
状
を
具
体
的
に
示
し
て

草
刈
、
樹
木
の
伐
採
、
剪
定
計
画
な
ど
を

質
問
し
ま
し
た
。

長
は せ

谷川
がわ

  伸
しんいち

一
議員

文
化
会
館
ま
ほ
ろ
ば
ホ
ー
ル
の

あ
り
方
に
つ
い
て
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事
業
管
理
に
お
い
て
計
画
性
を
持
っ
て

提
供
す
る
こ
と
は
、
基
本
的
な
事
柄
で
あ

り
ま
す
。
事
業
計
画
の
検
証
と
し
て
、
幼

保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園「
河
合
町
立
か
が

や
き
の
森
こ
ど
も
園
」の
事
業
検
証
を
通
じ

て
、
計
画
性
の
低
い
事
業
推
進
は
、
将
来

負
担
比
率
を
圧
迫
す
る
こ
と
に
な
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
て
、
今
後
何
を
す
べ
き
か

を
町
長
に
問
い
ま
す
。

問 

認
定
こ
ど
も
園
開
設
費
用
及
び
準
備

予
算
と
し
て
、
約
12
億
２
６
０
０
万
。
う

ち
町
債
発
行
額
約
11
億
７
７
０
０
万
。
元

利
償
還
金
の
う
ち
50
％
は
地
方
交
付
税
。

残
50
％
を
町
負
担
で
20
年
と
15
年
の
債
務
。

現
在
の
定
員
１
９
９
名
に
対
し
て
令
和
４

年
８
月
１
日
現
在
、
１
９
７
名
利
用
。（
参

考　
西
大
和
保
育
所
も
定
員
１
４
０
名
に

対
し
て
町
内
園
児
受
入
れ
１
０
４
名
）子
育

て
世
代
の
転
入
を
促
進
し
、
税
収
の
確
保

の
１
つ
と
し
て
管
理
運
営
さ
れ
て
い
る
認

定
こ
ど
も
園
や
保
育
所
は
、
開
設
数
年
で

飽
和
状
態
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
現
在
は

転
入
し
入
園
希
望
が
あ
っ
て
も
、
他
自
治

体
の
私
立
幼
稚
園
や
保
育
所
等
へ「
子
ど
も

子
育
て
支
援
法
」の
規
定
に
基
づ
く
広
域
調

整
で
他
自
治
体
の
施
設
へ
受
入
れ
と
な
る

こ
と
が
多
い
。
こ
の
状
況
を
ど
う
考
え
ら

れ
ま
す
か
。

答 

当
初
予
想
よ
り
若
い
世
代
も
入
っ
て

き
て
、
良
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
反
面
、

厳
し
い
募
集
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
町
長
）

問 

町
長
の
議
員
時
代
に
は
、
開
設
に
あ

た
り
建
設
に
か
か
る
坪
単
価
の
高
低
の
議

論
で
紛
糾
し
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
本
来

は
計
画
段
階
で「
子
育
て
世
代
の
転
入
を

促
進
す
る
た
め
、
ど
の
ぐ
ら
い
の
園
児
が

利
用
す
る
か
。
そ
の
為
に
は
ど
の
ぐ
ら
い

の
敷
地
面
積
で
、
保
育
室
の
面
積
を
ど
の

ぐ
ら
い
に
す
る
か
。」を
熟
議
し
て
コ
ン
セ

プ
ト
を
定
め
て
、
か
か
る
費
用
算
出
を
す

べ
き
で
あ
っ
た
か
と
考
え
ま
す
が
、
そ
う

い
っ
た
議
論
は
無
か
っ
た
の
で
す
か
。

答 

そ
こ
ま
で
の
議
論
は
、
当
時
の
議
会

で
は
無
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。　　
（
町
長
）

問 

低
い
計
画
性
を
補
う
た
め
、
新
た
に

施
設
を
造
る
余
裕
や
承
認
す
る
議
会
は
あ

り
ま
せ
ん
。
将
来
負
担
比
率
を
圧
迫
す
る

か
ら
で
す
。
す
べ
き
は
、
園
児
世
代
が
や

が
て
通
う
公
立
小
中
学
校
に
振
分
け
る
予

算
で
す
。
そ
れ
が
町
民
全
体
へ
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
活
路
と
考
え
ま
す
。
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

答 

そ
の
点
に
つ
い
て
は
、
し
っ
か
り
精

査
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。　　
　
（
町
長
）

常
と き わ

盤  繁
しげのり

範
議員

事
業
管
理
に
つ
い
て

問 

町
長
就
任
か
ら
１
期
４
年
の
最
終
年

と
な
る
が
、
こ
の
３
年
半
を
ど
の
よ
う
に

評
価
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
令
和
５
年

度
以
降
の
町
の
財
政
状
況
を
ど
の
よ
う
に

想
定
し
て
い
る
の
か
。

答 

令
和
元
年
５
月
の
町
長
就
任
当
時
の

財
政
状
況
は
、
い
つ
赤
字
に
な
っ
て
も
お

か
し
く
な
い
非
常
に
厳
し
い
状
況
で
し
た
。

財
政
調
整
基
金
は
底
を
つ
き
か
け
、
令
和

２
年
度
に
は
確
実
に
赤
字
に
な
る
と
い
う

も
の
で
し
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
は
避
け
ら
れ
ず
、
政
策

的
新
規
事
業
も
実
施
で
き
な
い
と
危
機
感

を
強
く
持
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

当
時
は
、
高
齢
職
員
の
偏
在
に
よ
る「
人
件

費
の
集
中
」、「
借
入
金
返
済
の
集
中
」、「
施

設
管
理
経
費
の
集
中
」な
ど
、
財
政
需
要
が

集
中
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
解
決
す

る
た
め
、
ま
ず
取
り
組
ん
だ
の
が「
借
入

金
返
済
の
集
中
」の
整
理
で
す
。
町
債
の

償
還
条
件
を
大
胆
に
見
直
し
、
元
金
返
済

を
３
年
間
少
な
く
し
て
歳
出
の
平
準
化
を

図
り
ま
し
た
。
見
直
し
で
増
加
す
る
利
息

は
、
三
役
を
は
じ
め
、
係
長
級
以
上
の
給

与
カ
ッ
ト
で
ま
か
な
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

次
に「
人
件
費
の
集
中
」の
整
理
は
、
新
し

く
高
齢
職
員
の
早
期
退
職
制
度
を
設
け
ま

し
た
。「
施
設
管
理
経
費
の
集
中
」の
整
理
で

は
、
ま
ず
心
の
交
流
セ
ン
タ
ー
と
児
童
館

を
統
合
し
、
現
在
、
旧
第
三
小
学
校
跡
地

を
防
災
拠
点
と
す
る
と
と
も
に
、
中
央
公

民
館
と
町
立
体
育
館
の
機
能
を
移
設
す
る

た
め
事
業
に
着
手
し
て
い
ま
す
。
歳
入
で

は
、
令
和
２
年
度
に
税
務
改
革
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置
し
、
税
収
の
増
加
を

図
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
課
題
に
取
り
組
む
中
で
、
地

方
交
付
税
の
増
収
等
の
追
い
風
も
あ
り
、

令
和
２
年
度
、
令
和
３
年
度
に
か
け
て
、

財
政
調
整
基
金
へ
の
積
立
て
、
決
算
で
一

定
額
の
黒
字
確
保
な
ど
、
財
政
の
健
全
化

に
一
定
の
道
筋
を
付
け
る
こ
と
が
で
き
、

住
民
の
皆
さ
ま
の
安
心
、
将
来
に
希
望
を

持
て
る
ま
ち
に
す
る
た
め
の
各
施
策
に
取

り
か
か
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
町
長
就

任
以
来
、
取
り
組
ん
で
き
た
河
合
愛
Ａ
Ｉ

構
想
の〝
ま
ち
を
元
気
に
す
る
サ
イ
ク
ル
〟

が
ま
さ
に
回
り
出
し
て
い
る
こ
と
を
実
感

し
て
い
ま
す
。
令
和
５
年
度
以
降
の
財
政

運
営
に
お
い
て
は
、
引
き
続
き
財
政
の
健

全
化
を
着
実
に
進
め
、
財
政
の
基
盤
を
さ

ら
に
強
固
な
も
の
と
し
、
安
定
的
に
財
政

運
営
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

杦
すぎもと

本  光
みつきよ

清
議員

財
政
状
況
に
つ
い
て
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問 

中
学
校
の
運
動
部
活
動
の
地
域
移
行
を

検
討
し
て
き
た
ス
ポ
ー
ツ
庁
の
有
識
者
会

議
で
は
、
令
和
５
年
度
～
７
年
度
を「
改
革

集
中
期
間
」と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、

本
町
で
は
何
か
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
か
。

答 

地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
と
の
連
携
が
必

要
と
な
る
の
で
、
現
時
点
に
お
い
て
管
理

職
と
の
協
議
、
教
職
員
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

等
、
町
の
実
態
把
握
着
手
し
、
結
果
を
基

に
対
応
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

今
後
は
、
先
進
地
の
視
察
を
行
い
、
来
年

４
月
以
降
に
進
め
方
に
つ
い
て
保
護
者
を

含
め
て
周
知
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
教
育
長
）

問 

地
域
移
行
に
よ
る
変
更
点
は
あ
り
ま

す
か
。

答 

河
合
町
チ
ー
ム
と
し
て
の
組
織
編
制

や
郡
単
位
で
の
チ
ー
ム
結
成
が
可
能
と
な

る
こ
と
か
ら
近
隣
町
と
も
連
携
を
図
り
、

進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。（
教
育
委
員
会
）

問 ①�

過
去
３
年
間
の
一
般
事
務
職
の
応
募
者
数
。

②�

他
の
自
治
体
と
比
べ
る
と
応
募
者
が
大

幅
に
少
な
い
が
、
試
験
制
度
の
検
証
は

行
わ
れ
て
い
ま
す
か
。

③�

Ｓ
Ｐ
Ⅰ
等
の
ウ
ェ
ブ
テ
ス
ト
の
導
入
の

考
え
は
あ
り
ま
す
か
。
Ｓ
Ｐ
Ⅰ
を
導
入

す
る
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
全
国
各
地
に

設
置
さ
れ
て
い
る
会
場
で
指
定
期
間
内

で
あ
れ
ば
都
合
の
合
う
日
に
受
験
で
き

る
為
、
遠
方
か
ら
の
受
験
が
し
や
す
い

こ
と
や
民
間
企
業
で
多
く
使
用
さ
れ
て

い
る
試
験
で
あ
る
為
、
両
立
が
可
能
に

な
り
、
民
間
企
業
へ
流
れ
る
人
材
を
確

保
で
き
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

答 ①�

令
和
元
年
度
38
名
、
二
年
度
27
名
、
三

年
度
17
名
。

②�

統
一
試
験
日
の
実
施
で
あ
る
た
め
、
重

複
し
て
応
募
で
き
な
い
こ
と
が
少
な
い

要
因
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

③�

Ｓ
Ｐ
Ⅰ
導
入
済
み
の
自
治
体
の
活
用
状

況
を
参
考
に
、
次
年
度
以
降
の
採
用
試

験
内
容
を
決
定
し
ま
す
。　　
（
総
務
課
）

問 

障
害
を
お
持
ち
の
方
が
罹
患
さ
れ
た
場

合
の
対
応
の
工
夫
は
な
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

答 

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
相
談
を
受
け
付
け
て
お
り
、

状
況
に
応
じ
た
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問 

非
常
時
に
備
え
、
Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
１
９（
聞

く・話
す
こ
と
が
不
自
由
な
方
の
為
の
緊
急

通
報
シ
ス
テ
ム
）の
周
知
や
登
録
促
進
を
し

て
は
ど
う
で
す
か
。
消
防
署
と
連
携
し
、
登

録
講
習
会
を
実
施
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

答 

周
知
方
法
等
に
つ
い
て
精
査
し
、
当

該
者
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
進
め
て
い
き

ま
す
。　　
　
　
　
　
　
（
子
育
て
支
援
課
）

〇
そ
の
他
の
質
問

　
災
害
時
の
個
別
支
援
計
画
の
進
捗
状
況

や
個
別
避
難
計
画
の
策
定
状
況

梅
うめ

野
の

　美
み ち よ

智代
議員

感
染
症
に
関
す
る
相
談
窓
口
に
つ
い
て

職
員
採
用
募
集
に
つ
い
て

問 

河
合
町
、
奈
良
県
の
詐
欺
の
被
害
状

況
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

答 

奈
良
県
の
被
害
状
況
は
本
年
４
月
７

月
31
日
現
在
で
、
令
和
３
年
を
超
え
る

１
１
６
件
を
認
知
し
て
お
り
件
数
は
増
加

し
て
お
り
ま
す
。
平
成
27
年
度
以
降
、
お

お
む
ね
約
３
億
円
前
後
で
推
移
し
て
い
ま

す
。

　
河
合
町
の
認
知
件
数
は
、
平
成
28
年
度

の
３
件
が
最
多
で
年
間
で
１
件
か
ら
２
件

の
認
知
件
数
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

（
安
心
安
全
推
進
課
）

問 

被
害
状
況
を
ど
の
よ
う
に
掌
握
し
て

い
ま
す
か
。
ま
た
、
地
域
の
警
察
、
金
融

機
関
、
自
治
会
、
各
種
団
体
等
と
の
連
携

の
実
態
と
課
題
、
限
界
に
つ
い
て
町
の
所

見
を
求
め
ま
す
。

答 

西
和
警
察
署
か
ら
警
察
統
計
に
基
づ

く
被
害
状
況
の
資
料
を
提
供
し
て
も
ら
っ

て
掌
握
し
、
そ
の
手
口
等
を
被
害
状
況
に

基
づ
い
た
資
料
を
作
成
し
、
啓
発
に
役
立

て
て
お
り
ま
す
。

　
警
察
と
の
連
携
に
つ
い
て
は
、
被
害
に

関
し
て
の
防
災
無
線
や
メ
ー
ル
、
ラ
イ
ン

な
ど
で
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
呼
び
か

け
、
金
融
機
関
に
つ
い
て
は
警
察
官
同
行

の
下
、
地
域
安
全
推
進
委
員
河
合
町
支
部

が
各
班
で
分
担
し
、
銀
行
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
、
コ

ン
ビ
ニ
で
振
込
め
詐
欺
予
防
啓
発
を
行
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
河
合
町
内
で
被
害

が
出
て
い
る
の
も
現
実
で
、
周
知
不
足
は

否
め
な
い
と
感
じ
て
お
り
、
さ
ら
な
る
周

知
の
強
化
、
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
訴

え
か
け
を
継
続
し
た
い
で
す
。

（
安
心
安
全
推
進
課
）

問 
被
害
に
遭
っ
て
も
な
か
な
か
警
察
に

届
け
な
い
。
こ
れ
は
氷
山
の
一
角
だ
と
思

い
ま
す
。
心
配
し
て
い
る
の
は
認
知
症
の

人
た
ち
を
う
ま
く
誘
う
、
い
わ
ゆ
る
つ
け

込
み
型
不
当
勧
誘
や
退
職
金
を
使
っ
て
オ

プ
シ
ョ
ン
等
を
組
み
合
わ
せ
た「
仕
組
み

債
」を
買
わ
せ
る
の
が
あ
り
ま
す
。
行
政
の

人
た
ち
は
ど
れ
く
ら
い
知
識
を
持
っ
て
お

ら
れ
、
そ
の
対
応
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

答 

「
仕
組
み
債
」に
つ
い
て
の
知
識
は
持

ち
合
わ
せ
て
お
り
ま
せ
ん
。
高
齢
者
の
被

害
が
多
い
こ
と
か
ら
、
ま
ず
家
族
や
親
戚
、

民
生
児
童
委
員
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
等
の

日
々
の
地
域
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
形
成
が
大
切
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
の
で
、

さ
ら
に
強
化
し
た
い
。（
安
心
安
全
推
進
課
）

西
にしむら

村  潔
きよし

議員

河
合
町
の
詐
欺
被
害
防
止
対
策
に

つ
い
て

中
学
校
の
運
動
部
活
動
の
地
域
移

行
に
つ
い
て
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問 

こ
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
去
る
６
月

26
日
市
場
集
会
所
、
７
月
２
日
城
古
集
会

所
、
７
月
23
日
長
楽
集
会
所
で
、
そ
れ
ぞ

れ
自
治
会
の
役
員
の
方
、
水
利
組
合
の
方

が
参
加
さ
れ
、
事
業
説
明
を
聞
か
れ
た
後
、

ぜ
ひ
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
各
自

治
会
と
も
同
じ
意
見
が
出
て
お
り
ま
し
た
。

そ
の
中
で
長
楽
自
治
会
の
方
か
ら
不
毛
田

川
の
未
改
修
部
分
に
つ
い
て
指
摘
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
の
内
水
対
策
事
業
が
よ
り
効

果
的
な
事
業
と
な
る
よ
う
不
毛
田
川
の
改

修
は
必
須
で
あ
る
と
考
え
ま
す
が
こ
の
こ

と
に
つ
い
て
回
答
願
い
ま
す
。

答 

本
町
が
実
施
す
る
調
整
池
の
た
め
る

対
策
、
奈
良
県
が
実
施
す
る
河
川
改
修
の

流
す
対
策
を
併
せ
て
実
施
す
る
こ
と
で
、

各
施
設
の
機
能
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
、
不

毛
田
川
流
域
に
お
け
る
総
合
的
な
治
水
が

よ
り
一
層
図
ら
れ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

不
毛
田
川
の
未
改
修
区
間
に
つ
き
ま
し
て

は
、
奈
良
県
に
て
既
に
事
業
化
さ
れ
て
お

り
、
用
地
取
得
に
向
け
て
用
地
調
査
等
が

進
め
ら
れ
て
い
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
）

再 

長
楽
地
区
、
城
古
地
区
、
市
場
地
区
を

流
れ
る
不
毛
田
川
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
過
去
に
河
川
改
修
や
川
底
の
堆
積
の
土

砂
な
ど
の
清
掃
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
過

去
に
何
度
も
不
毛
田
川
の
越
水
に
よ
る
家

屋
の
浸
水
や
農
作
物
に
被
害
が
及
ぶ
と
い

う
こ
と
も
改
修
さ
れ
た
要
因
の
１
つ
で
あ

る
と
推
察
し
ま
す
。

　
前
回
、
私
の
一
般
質
問
の
回
答
で
広
瀬

神
社
側
の
一
部
を
か
さ
上
げ
す
る
よ
う
高

田
土
木
に
要
請
し
て
い
ま
す
と
の
回
答
で

し
た
が
、
近
年
の
異
常
気
象
に
よ
る
想
定

外
の
雨
量
で
あ
る
と
い
う
状
況
を
踏
ま
え
、

総
合
的
な
観
点
か
ら
内
水
対
策
事
業
が
よ

り
効
果
的
な
事
業
で
あ
る
た
め
に
も
、
長

楽
地
区
か
ら
城
古
地
区
、
市
場
地
区
の
不

毛
田
川
の
全
体
的
な
か
さ
上
げ
は
必
要
と

考
え
ま
す
が
こ
の
件
に
つ
い
て
回
答
願
い

ま
す
。

答 

河
川
の
水
が
滞
る
こ
と
な
く
下
流
へ

流
れ
る
こ
と
。
ま
た
、
河
川
か
ら
溢
水
し

な
い
こ
と
は
基
本
で
あ
り
、
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
河
川
管
理
者
で
あ

る
奈
良
県
に
は
、
河
川
の
早
期
整
備
と
適

切
な
維
持
管
理
を
一
層
働
き
か
け
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
）

大
おおにし

西  孝
たかゆき

幸
議員

内
水
対
策
事
業
に
伴
う
自
治
会
へ

の
説
明
後
の
対
応
に
つ
い
て

Informationインフォメーション

町議会の定数を１３議席から１２議席へ
　７月２２日に開催されました臨時議会で町議会の定
数を１３議席から１２議席へ１議席削減する議員発議
を「賛成多数」で可決しました。次の一般選挙から施行
します。

町議会議員の報酬について
　全議員協議会を開催し一般議員報酬・副議長報酬・議
長報酬について採決したところ「報酬減」という事とな
りました。清原町長に「河合町特別職報酬等審議会」の
開催を依頼しているところです。

　「議会だより」８月号で「町民が疑問に思うことを聞いて答える質問コーナーの設置を」と言うお声を頂きました。
疑問に思うことのみならず、要望やお気づきの点などドンドンお寄せ下さい。

　「かがやきの森こども園」では、開園当初から給食の
調理業務を民間に委託している事から、衛生管理や安
全対策の徹底及び美味しい給食が提供されているかを
検証する必要があり、全議員で調理場の確認と給食の
試食を行いました。

　町議会の定数・報酬について

　ご意見お寄せ下さい

　給食調理業務委託
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７月 	 人権教育推進協議会総会
	 奈良県町村議会議長会　議長・副議長研修
	 生駒郡・北葛城郡議長で奈良県知事へ訪問
	 広域正副議長会
	 広域消防組合議会臨時会
	 静香苑監査
	 民生委員推薦会
	 まほろば環境衛生組合議会監査

８月 	 広域議長会打合せ
	 静香苑監査
	 山辺・県北西部広域環境衛生組合
	 　エネルギー回収型廃棄物処理施設建設起工式
	 まほろば環境衛生組合議会監査
	 広域消防組合議会臨時会
	 葛城清掃事務組合定例会
	 まほろば環境衛生組合議会
　　　
９月 	 奈良県町村議会議長会役員会
	 ゆうゆうフェスティバル前日壮行式
	 奈良県町村議会議長会役員会
	 河合町と畿央大学との包括的な連携協力に
	 関する調印式
	 静香苑監査
その他、打合せ、来客等多数有り

議会運営委員会
■９月　２日（金）　午前９時３０分
■９月２１日（水）　午前９時３０分

第３回（９月）河合町議会定例会
初日
■９月　２日（金）　午前１０時００分
一般質問日
■９月　６日（火）　午前１０時００分
■９月　７日（水）　午前１０時００分
最終日
■９月２１日（水）　午前１０時００分

総務常任委員会
■９月　８日（木）　午前１０時００分

厚生常任委員会
■９月　８日（木）　午後１時３０分

経済建設常任委員会
■９月　９日（金）　午前１０時００分

決算審査特別委員会
■９月１４日（水）　午前１０時００分
■９月１５日（木）　午前１０時００分
■９月１６日（金）　午前１０時００分

ごみ処理施策特別検討委員会
■８月　４日（木）　午前１１時００分

全員協議会　　　　　
■７月２９日（金）　午後３時００分
　議員報酬について
■８月　４日（木）　午前９時００分
　議員報酬について（金額の確定について）　

今月の表紙

　今月の表紙は泉台のＳ
さんよりお寄せ頂いた写
真を採用致しました。
　皆さまのお写真お待ち
しております。

議 長 の 動 き
2022（令和４）年７月～９月

議 会 の 動 き
河合町議会令和４年第３回（９月）定例会 

問い合わせ

　　　　  河合町議会事務局
電　話　０７４５－５７－０２００(内線３１１）
ＦＡＸ　０７４５－５７－１７１１
メール　gikai@town.kawai.nara.jp

　皆さまのご協力で「議会だより」２号
を発刊することが出来ました。今回
は、主に７月の臨時議会及び決算審査
委員会・一般質問についてのご報告と
なります。地域の皆さまとの距離を縮
め身近な議会をめざし編集に携わりた
いと思います。皆さまのご意見をお寄
せ下さい。

Informationインフォメーション

編

集

後

記



令和４年第２回（７月）臨時議会　議決結果賛否一覧	 ○…賛成　●…反対

議案番号 議　　案　　名

森
光
　
祐
介

常
盤
　
繁
範

梅
野
美
智
代

佐
藤
　
利
治

中
山
　
義
英

坂
本
　
博
道

長
谷
川
伸
一

杦
本
　
光
清

大
西
　
孝
幸

馬
場
千
惠
子

岡
田
　
康
則

西
村
　
　
潔

谷
本
　
昌
弘

議決結果

議員発議
第５号 河合町議会基本条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ 原案可決(賛12･反0)

議員発議
第６号

河合町議会の議員の定数を定める条例の一部を改正す
る条例について ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ● ○ ● ○ ● ※ 原案可決(賛７･反５)

承認第９号 専決処分の承認を求めることについて（令和４年度河合町一般会計補正予算） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ 原案承認(賛12･反0)

承認第10号専決処分の承認を求めることについて（令和４年度河合町水道事業会計補正予算） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ 原案承認(賛12･反0)

令和４年第３回（９月）定例会　議決結果賛否一覧	 ○…賛成　●…反対

議案番号 議　　案　　名

森
光
　
祐
介

常
盤
　
繁
範

梅
野
美
智
代

佐
藤
　
利
治

中
山
　
義
英

坂
本
　
博
道

長
谷
川
伸
一

杦
本
　
光
清

大
西
　
孝
幸

馬
場
千
惠
子

岡
田
　
康
則

西
村
　
　
潔

谷
本
　
昌
弘

議決結果

議案第30号令和４年度河合町一般会計補正予算について ○ ● ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ● ○ ○ ※ 原案可決(賛8･反4)
議案第31号令和４年度河合町国民健康保険特別会計補正予算について ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ※ 原案可決(賛10･反2)

議案第32号令和４年度河合町住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算について ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ※ 原案可決(賛10･反2)

議案第33号令和４年度河合町水洗便所改造資金貸付事業特別会計補正予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ 原案可決(賛12･反0)

議案第34号令和４年度河合町介護保険特別会計補正予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ 原案可決(賛12･反0)

議案第35号令和４年度河合町後期高齢者医療制度特別会計補正予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ 原案可決(賛12･反0)

議案第36号職員の育児休業等に関する条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ 原案可決(賛12･反0)
議案第37号河合町税条例等の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ 原案可決(賛12･反0)
議案第38号河合町道路線の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ 原案可決(賛12･反0)
議案第39号河合町道路線の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ 原案可決(賛12･反0)

承認第11号専決処分の承認を求めることについて（令和４年度河合町一般会計補正予算） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ 原案承認(賛12･反0)

認定第１号 令和３年度河合町一般会計歳入歳出決算認定について（別冊） ○ ● ○ ○ ● ● ● ○ ○ ● ● ○ ● 議長裁決不認定
(賛6･反7)

認定第２号 令和３年度河合町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について（別冊） ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ※ 原案認定(賛10･反2)

認定第３号 令和３年度河合町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算認定について（別冊） ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ※ 原案認定(賛10･反2)

認定第４号 令和３年度河合町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について（別冊） ○ ● ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ● ○ ○ ※ 原案認定(賛8･反4)

認定第５号 令和３年度河合町水洗便所改造資金貸付事業特別会計歳入歳出決算認定について（別冊） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ 原案認定(賛12･反0)

認定第６号 令和３年度河合町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について（別冊） ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ※ 原案認定(賛10･反2)

認定第７号 令和３年度河合町後期高齢者医療制度特別会計歳入歳出決算認定について（別冊） ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ※ 原案認定(賛10･反2)

認定第８号 令和３年度河合町水道事業会計決算認定について（別冊） ○ ● ○ ● ● ● ● ○ ○ ● ● ○ ※ 原案不認定(賛5･反7)
同意第１号 教育委員会委員の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ 原案同意(賛12･反0)
議員発議
第７号 河合町パブリックコメント手続実施条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ 原案可決(賛12･反0)

議員発議
第８号

子ども医療費助成制度に係る現物給付方式による拡充
等を求める意見書について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ 原案可決(賛12･反0)

議員発議
第９号 安倍元総理大臣の「国葬」の見直しを求める意見書 ● ○ ● ● ○ ○ ○ ● ● ○ ● ○ ● 議長裁決否決

(賛6･反7)
※　議長は裁決に加わりません。
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次の議会は１２月定例会を予定しています。
詳しい日程は、決定しだいホームページに掲載いたします。


